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提案･要望 素案



提案･要望
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【提案 1】 防災拠点を西春日井地区の総合スポーツセンターに

【提案 2】 二箇所にあるラウンドアバウトの特徴を活かした

安全な交通体系の構築

【提案 3】 各施設は地域住民の利便性に配慮した

造り(レイアウト）に。

【提案 4】 広大な農地を失う農家に

都市近郊農業のモデルとなる・・・・新たな農業振興策を。

【提案 5】 賑わい施設活用で、買い物難民の解消を

【提案 6】 もの創りとアートの融合による芸術創造空間の創出。

【提案 7】 水道緊急時連絡管相互応援協定の締結

【提案 8】 飲料水兼防火耐震水槽の設置

【要望 1】 住宅区域の侵入車両対策・水害対策

【要望 2】   大山川堤防道路の再整備



提案1

防災拠点を西春日井地区の総合スポーツセンターに
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400mトラックを有する公認陸上競技場

両翼90m中堅120mの野球場

50m 6レーンの競泳プール

公式屋内テニスコートを有する
屋内運動施設

体育館（アリーナ）



提言1

防災拠点を西春日井地区の総合スポーツセンターに
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両翼90m中堅120mの野球場



提案1

防災拠点を西春日井地区の総合スポーツセンターに
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50m 6レーンの競泳プール



提案1

防災拠点を西春日井地区の総合スポーツセンターに

8

400mトラックを有する公認陸上競技場



防災拠点を西春日井地区の総合スポーツセンターに
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公式屋内テニスコートを有する
屋内運動施設

提案1



提案1

防災拠点を西春日井地区の総合スポーツセンターに
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体育館（アリーナ）



提案1

防災拠点を西春日井地区の総合スポーツセンターに
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400mトラックを有する公認陸上競技場

両翼90m中堅120mの野球場

50m 6レーンの競泳プール

公式屋内テニスコートを有する
屋内運動施設

体育館（アリーナ）



提案2

サンプル フッター テキスト
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ダスキン前：ラウンドアバウト交差点

八劔神社北：ラウンドアバウト交差点



提案3
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駐車場

前庭・芝生広場

バス専用通路・ﾊﾞｽﾛｰﾀﾘｰ

賑わい施設
ものづくり＆ｱｰﾄ工房

賑わい施設
物販ｴﾘｱ

都市農業振興法に基ずく
農業支援ｴﾘｱ

至「航空館ﾌﾞｰﾝ」
ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ・歩道橋
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ付

体育館

園内通路＆ラウンドアバウト

各施設は地域住民の利便性に配慮した

造り(レイアウト）に。



提案4

20XX 年 2 月 1 日 月曜日
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駐車場

前庭・芝生広場

バス専用通路・ﾊﾞｽﾛｰﾀﾘｰ

賑わい施設
ものづくり＆ｱｰﾄ工房

賑わい施設
物販ｴﾘｱ

至「航空館ﾌﾞｰﾝ」
ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ・歩道橋
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ付

体育館

広大な農地を失う農家に

都市近郊農業のモデルとなる・・・・新たな農業振興策を。

都市農業振興基本法（平成27年制定）に基ずく
農業支援ｴﾘｱ



提案4

20XX 年 2 月 1 日 月曜日
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駐車場

前庭・芝生広場

バス専用通路・ﾊﾞｽﾛｰﾀﾘｰ

賑わい施設
ものづくり＆ｱｰﾄ工房

賑わい施設
物販ｴﾘｱ

至「航空館ﾌﾞｰﾝ」
ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ・歩道橋
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ付

体育館

広大な農地を失う農家に

都市近郊農業のモデルとなる・・・・新たな農業振興策を。

都市農業振興基本法（平成27年制定）に基ずく
農業支援ｴﾘｱ



提案4
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広大な農地を
失う農家に

都市近郊農業
のモデル
となる
新たな

農業振興策を。

・都市農地の位置付けを「宅地化すべきもの」から都市に
「あるべきもの」へと大きく転換し、計画的に農地を保全

都市農業振興基本法（平成27年制定）



提案4

20XX 年 2 月 1 日 月曜日
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広大な農地を失う農家に

都市近郊農業のモデルとなる・・・・新たな農業振興策を。



提案5

20XX 年 2 月 1 日 月曜日 サンプル フッター テキスト
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駐車場

前庭・芝生広場

バス専用通路・ﾊﾞｽﾛｰﾀﾘｰ

賑わい施設
ものづくり＆ｱｰﾄ工房

至「航空館ﾌﾞｰﾝ」
ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ・歩道橋
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ付

体育館

賑わい施設活用で、買い物難民の解消を

園内通路＆ラウンドアバウト

都市農業振興法に基ずく
農業支援ｴﾘｱ

（ﾐﾆﾎｰﾑｾﾝﾀｰ等併設）

賑わい施設
物販ｴﾘｱ

（ｽｰﾊﾟｰ・コンビニ
等併設）



提案6
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もの創りとアートの融合による芸術創造空間の創出。

賑わい施設
ものづくり＆ｱｰﾄ工房



提案6
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もの創りとアートの融合による芸術創造空間の創出。

賑わい施設
ものづくり＆ｱｰﾄ工房



提案6

21

もの創りとアートの融合による芸術創造空間の創出。

賑わい施設
ものづくり＆ｱｰﾄ工房



提案7
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緊急連絡管とは、地震等緊急災害時の対策として、近隣の水道事業者との間で上水道の相互応援
給水を図れるよう、水道緊急連絡管を布設することです。

平時はバルブを閉じており、災害時には、被災地からの要請でバルブを解放する協定です。
この協定を結ぶことにより、断水区域への給水が可能となることから、消防活動や給水タンク車への

飲料水補給が可能となります。
災害発生時のライフライン確保に必要な協定と考えます。
防災拠点事業に合わせ、近隣市（小牧市）と同協定を締結して、水道緊急連絡管を布設するべきと考

えます。

連絡協議会は上水道整備に関する施策を提言いたします。
◎ 近隣市（小牧市）との緊急時連絡管の協定書を締結する。
◎ 管網整備及び耐震化の推進。
◎ 緊急時用連絡管の整備事業。 補助金制度あり

小牧市と水道緊急連絡管相互応援協定を締結する。



提案8
23

耐震性貯水槽は、水道管路に設置されることから、常時水道水が循環しており、水質が保全されていると聞いており
ます。
災害時に水道管の破損などで、配水管水圧が下がると、緊急遮断弁が自動的に作動して貯水槽内に飲料水が貯
留される様です。
避難所に安全な水を確保するためにも耐震水槽が必要と考えます。

◎災害時の飲料水
3ℓ/1人x3日分必要と言われているが、4日分、青山地区人口3,000人として試算
3,000 x 3ℓx 4日＝36㎥

◎耐火水量 40㎥以上
・防火水槽は40㎥以上
・毎分1㎥以上でかつ連続40分以上の能力を有する。
飲料水と防火水量の合計で、76㎥ 余裕を持って80～100㎥の容量の耐震水槽が
必要と考えます。

飲料水兼防火耐震水槽の設置
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住宅区域の侵入車両対策・水害対策
要望1
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大山川堤防道路の再整備
要望2



ありがとうございます
上青山地区防災拠点連絡協議会

代表幹事

井上春夫
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